
 

【治水】5) サンルダムではなく、旧川等を利用した河川環境への負荷が小さい遊水地により

対応すべき。 

図-1 に示すように遊水地を設置して洪水調節を行う場合、河川整備基本方針で定める 1／100

確率規模の洪水に対応するには、図に示すように当該市町の洪水防御対象区域内の農地面積の 3

～4割程度が遊水地として制約を受けます。天塩川流域は農業をはじめとして第一次産業が盛ん

な地域であることから、農地の多くが遊水地になると地域への影響は極めて大きいと考えられま

すし、特に名寄川では大半の農地が遊水地として制約を受けることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1                                           図-2 

また、図-3 に示すように洪水調節施設は、基本的に施設を設置する地点から下流にしか効果

がありませんが、図-4 に示すように天塩川の旧川は主に中・下流部にあることから、それらを

遊水地として利用したとしても、その下流にしか効果がなく、人口、資産が集中している中・上

流域を洪水被害から守ることはできません。 
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ケース２、３の場合、１／１００の洪水に対応するには、当該市町の洪水防御対象区域内の農地面
積の３～４割程度が遊水地として制約を受けることとなり、特に名寄川沿いでは大半の農地が遊
水地として制約を受けることとなる。
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ケース1：サンルダム＋河川改修案 ケース2：遊水地（天塩川＋名寄川）＋河川改修案 ケース3：遊水地（名寄川）＋河川改修案ケース1：サンルダム＋河川改修案

●整備計画に対応する各治水対策案
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●河川整備計画の目標の戦後最大規模の洪水に対応する場合、 遊水地＋河川改修案で
は当該市町の洪水を防御する対象となる農地のおよそ1～3割が洪水時に冠水して営農
に影響。特にケース3（遊水地（名寄川）＋河川改修案）では、名寄川では、大半の農地が
遊水地として制約を受ける。

●河川整備基本方針で定める1/100確率規模の洪水に対応する場合、遊水地＋河川改
修案では当該市町の洪水を防御する対象となる農地のおよそ3～4割が洪水時に冠水し
て営農に影響。特に名寄川では、大半の農地が遊水地として制約を受ける。
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●洪水調節施設を上流部に設置した場合、上流から下流まで治水効果があります。
●洪水調節施設を中・下流部に設置した場合、基本的にそれより下流にしか治水効果が

ないため、洪水調節施設の上流で河道掘削が必要となります。
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